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令和 5年度学力向上推進プロジェクト事業 
学びのイノベーション推進プロジェクト実証研究校 

中学生の英語発信力向上事業に係る授業力アップサポート訪問 
本事業は、グローバル化に対応できる人財育成を推進するため、学習指導要領が求める目標と指導と評価の一体

化を図る授業づくりを通して、外国語教育の充実を図る目的で行われています。 

今年度は、潮来市立牛堀中学校、鉾

田市立鉾田北中学校、鉾田市立鉾田

南中学校の 3 校を対象に、年間３回の

訪問で校内研修や授業公開、研究協

議等を行いました。どの学校において

も、単元終末の言語活動に向けて、熱

心に活動に取り組む様子が見られまし

た。  

 

                                          

  

 

 

 

 

小中学校における遠隔教育実証研究事業 ピンポイント型プログラミング 
【高度な専門性をもつ人材による遠隔授業】 

  今年度、鹿行管内では、行方市の 2 校の小学校で「小中学校における遠隔教育実証研究事業」に取り組

みました。第 6学年総合的な学習の時間「郷土と社会を切り拓く課題解決型学習プログラム」の実践では、

地域のよさや課題、改善策を児童が主体的に考え、プログラミング 

を通して表現し合う探究的な学びを推進し、積極的に社会に参画し 

ようとする態度を養いました。児童は、プログラミングをより身近 

に感じることができ、意欲をもって活動に取り組むことができまし 

た。 

 

【授業の様子】 

【受信校】 

 第 1 クール 行方市立麻生小学校 

 第 2 クール 行方市立北浦小学校 

 
オンラインで専門人材の個別指導を受ける様子 

【配信地】  専門人材 

 静岡大学 伊藤 友孝 先生 

 ロボット工学が専門分野 

【小学校・算数】 行方市立麻生東小学校 

 

【中学校・英語】 神栖市立神栖第三中学校 

 研究主題を「自ら課題を解決できる児童の育成 ～評価からの授業改善を通し

て～」と設定し、研究を進めてきました。10 月 26 日（木）には 2 年生と 3 年

生、6 年生の授業を公開しました。単元のまとまりを意識して学べる授業デザイ

ンのもと、筋道を立てて考えて数学的に表現することができる児童の育成を目指

し、「なぜ、三角形といえるのか。」「共通な方法はどこか。」といった比較検討の場

面における「妥当性の検討」「関連性の検討」を意識した授業が実践されました。 

 

 研究主題を「自信をもって自分の考えや気持ちを発信できる生徒の育成 ～スタ

ディ・ログの活用を通して～」と設定し、研究を進めてきました。12月 15日（金）

には 2 年生と 3 年生の授業を公開しました。一人一台端末を活用した言語活動の

充実による表現力の育成や、ロイロノートを用いたスタディ・ログによる振り返り

の充実を図りました。（※スタディー・ログ＝児童生徒の学びの記録） 

   両校共に、文部科学省の調査官をお招きして、参集型及びオンラインでの授業公開を実施しました。 

 授業反省を踏まえ、第 3 回目の授業研究も進めていきます。 
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